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１．日本側の研究実施体制 
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土井健司 
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IITSL の 概 念 枠 組 み （ Conceptual 

Framework）の設計 
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横山 輝明 
国立研究法人 情報通信研究機
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センシング技術に基づく交通行動のモ

ニタリング方法の開発

紀伊 雅敦 香川大学・創造工学部・教授 
俯瞰的情報基盤の構築と都市空間デー

タの可視化

中村 一樹 名城大学・工学部・准教授 
移動に関わる空間の質と総合的な生活
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人の活動・移動に関する空間相関解析

と IoH 型交通行動調査の方法論の開発 
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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

サイバー・フィジカル・システム（CPS）を支える技術パーソナル情報保護に関わるガイド

ラインを構築するため、我が国における制度的制約および実施方法に関する知見の収集を行

う。また、Wifi パケットセンサーや画像認識を用いた人流計測においては、プーケットで実

地検証を行い、精度の確認を目指す。 

さらに、VR を用いた地域住民、市民との Walkable な co-design 技術の確立を目指し、

移動空間の物理的環境、心理的な環境を含めた LEEDs の指標を元にした移動空間を含む街

区の質的評価を行う。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 Intelligent Integrated Transport for Smart Life を実現するため必要な CPS を支える

技術の開発、分析方法の開発を行った。本研究で用いた技術は Wifi パケットセンサー、位

置情報を収集するスマホアプリ、画像認識を用いた人流計測､マイクロシミュレーションに

よる交通行動の分析フレームワーク、モバイル空間統計などである。人々のミクロな動き

を実測する方法、データのクリーニングに関する技術、得られたデータから巨視的な人の

動きを検証する分析方法の開発、その精度の検証を行った。これらの技術を日本（岐阜市

柳ヶ瀬、神戸市水道筋、香川県、北海道室蘭市）でケーススタディ地域を設定し、試験的

に計測を行った。 

 これらの結果から、人々の中心市街地で回遊する行動を把握し、回遊先や滞留時間が分

析でき、まちなかの活性化事業などを評価する枠組みを構築することができた。画像認識

を用いた人流計測では、商店街における来訪客を撮影した画像を分析し、性別、年齢など

の分析精度を明らかにした。その結果、計画等で用いるには十分な精度があることを示せ

た。マイクロシミュレーションによる交通行動の分析フレームワークでは人の行動などを

マイクロシミュレーションにより再現し、交通事業の評価を行える体制を構築することが

できた。モバイル空間統計と人口などのメッシュ統計を統合することにより、起点

（Origin）から終点（Destination）の把握（OD 把握）などを行うことができる結果を

得、人の行動を分析する体制が構築された。 

 上記のように、人の行動を把握することができる技術の開発が進んだ状況である。これ

に加えて、本研究で得られた Walkability などをもとに、情報を提供する MaaS（Mobility 

as a Service）アプリを開発し、タイのプーケットで試験提供を行った。この際行った利用

者調査では、提供した情報により、人の交通行動を変化させることができたことが分かっ

た。 

 


